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2013 年度 第 5回 地域経済研究フォーラムの開催について 

 

 拝啓 寒冷の候、ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚

くお礼申し上げます。 

 さて、2013 年度第 5 回「地域経済研究フォーラム」を下記のとおり開催致します。参加ご希望

の方は、下記に必要事項をご記入の上、ファックス（Fax；0776-61-6017）またはメール

（keiken@fpu.ac.jp） にてお申込下さいますようご案内申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

日 時： 平成 26 年 2 月 10 日（月）13：30～15：30（受付開始 13：00） 

場 所： 福井県立大学 交流センター3階 多目的ホール 

  

 

 

 

参加料： 無 料   

申込先： 地域経済研究所事務局 担当 大山  

ＦＡＸ： 0776-61-6017 

ＴＥＬ： 0776-61-6000 内線 6104 

Ｅ-mail： keiken@fpu.ac.jp 

 

--------------------（第 5回地域経済研究フォーラム参加申込書）---------------------------- 

 

福井県立大学地域経済研究所 宛（FAX：0776-61-6017） 

■企業・機関名   

ＴＥＬ ＦＡＸ  

所属 役職 氏名 

所属 役職 氏名 

 

 

内 容： 「福井県産業の現状と課題及び今後の方向性 ―第 3次産業を中心に―」 

 

講 師： 福井県立大学 地域経済研究所 地域経済部門 教授 南保 勝 氏 

 

概  要： 人口減少社会到来による国内市場の縮小、TPP 問題を含めたグローバル化の進展、

格差社会の到来など、日本を取り巻く環境が大きく変化している。こうした中で、福井

県経済の基盤を成す地域産業の方向性は如何にあるべきか。ここでは、昨年末に実施し

た生活衛生業関連事業所へのアンケート調査結果（公益財団法人福井県生活衛生営業指

導センター、福井県生活衛生同業組合連合会からの後援による）などから、特に、第 3

次産業、サービス業に絞り現状、課題、今後の方向、方策について検討する。 

 

第 5 回・地域 


